
(注)Ｗ/Ｃ①：現場配合上でのＷ/Ｃ 

Ｗ/Ｃ②：練混ぜ後に粗骨材が吸水率分の 

水分を吸水すると仮定した場合のＷ/Ｃ 

Ｗ/Ｃ③：2 分間の練混ぜを行った際の各骨材の含水状態は、湿潤状態および、絶乾状態においては、吸水量を考慮した場合のＷ/Ｃ 
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 １．はじめに 

 本来コンクリートに使用した骨材やセメントは、再び骨材やセメントとして再利用するのが最もふさわしい。

したがって、コンクリート塊から再生骨材を取出して、再びコンクリート用骨材として再利用するのは自然な

流れでる。現在、環境保全への取組みの一環として、再生骨材のコンクリート材料への有効利用が検討されて

いる。既住の研究によれば１）２）３）、再生骨材コンクリートは一般的に、普通骨材コンクリートと比較して、

強度や耐久性に劣る傾向にある。しかしながら、これらの多くは、物理特性の把握に留まっているケースが多

く、その原因を究明したものは少ない。そこで著者らは、粗骨材表面の界面性状が再生骨材コンクリートの強

度や耐久性に及ぼす影響を評価し、上記の原因追及と改善手法の開発を試みている。本研究ではその一環とし

て、再生粗骨材の含水状態がコンクリートの強度および塩分浸透性に及ぼす影響を整理する。 

２．実験概要                        表－１ 使用材料 

使用材料を表－１に示す。再生骨

材は、実構造物基礎から採取したも

ので、原コンクリート（コア圧縮強

度＝33MPa）を移動式ジョークラッ
シャーでＧmax=40mm 程度に破砕
し、その後土木学会基準の粒度範囲内に調整した(Ｇmax=20mm)。 
本実験における実験ケースは表－２に示す通りである。すなわち、フレッシュ時における粗骨材周囲の水分

移動に相違を設けるため、粗骨材の含水状態を、湿潤状態、表面乾燥飽水状態（以下、表乾状態という）およ

び絶対乾燥状態（以下、絶乾状態という）とし、合計 8 ケースを設定した。表－３に、コンクリート 1m3当

たりの現場配合およびフレッシュ性状の結果を示す。特に絶乾状態の配合に関しては、再生骨材に含まれる水

量の配合設計への反映方法を考慮して、２水準を設けた。すなわち、Ｗ/Ｃ①(現場配合上のＷ/Ｃ)は、絶乾①

と表乾が同等となる。また、Ｗ/Ｃ②(練混ぜ後に粗骨材が吸水率分の水分を吸水すると仮定した場合のＷ/Ｃ)

においては、絶乾②と表乾が同等となる。さらにここで、絶乾状態の再生骨材と普通骨材の浸水後の含水率を

図－１に示す。これによれば、再生骨材は普通骨材に比べ吸水率が大きいため、浸水直後における含水率の変 

表－２ 実験ケース      表－３ コンクリート１ｍ３当たりの現場配合とフレッシュ性状 
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セメント 普通ポルトランドセメント 密度＝3.16g/cm3

細骨材 川砂 密度＝2.59g/cm3
　吸水率＝2.85%

再生骨材 密度＝2.30g/cm3
　吸水率＝8.54%

普通骨材 密度＝2.64g/cm3
　吸水率＝1.40%

種類 主な性質

粗骨材

骨材
種類 W C S G

1 0.60 0.63 0.63 197 328 845 979 10.0 1.4 8.04
2 0.60 0.60 0.60 197 328 847 982 9.0 2.2 7.48
3 0.60 0.56 0.58 197 328 846 980 8.7 2.3 6.06
4 0.64 0.60 0.62 208 325 939 958 8.0 1.6 6.25
5 0.60 0.63 0.63 186 310 801 928 10.1 0.8 11.00
6 0.60 0.60 0.60 187 311 803 930 4.8 1.5 7.17
7 0.60 0.34 0.48 184 306 791 916 1.0 10.0 0.00
8 0.86 0.62 0.74 251 294 758 802 10.0 2.6 4.06

W/C
②

W/C
③
単位量(kg/m3) スラ

ンプ
空気量

(%)
ﾌﾞﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ

率(%)

普通
骨材

No. W/C
①

再生
骨材

湿潤状態 No.1 No.5
表乾状態 No.2 No.6
絶乾状態① No.3 No.7
絶乾状態② No.4 No.8

普通
骨材
再生
骨材

      　　　  粗骨材種類
粗骨材の含水状態
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化は著しい。これを考慮して、2分間の練混ぜを行った際の 

各骨材の含水状態は、湿潤状態および、絶乾状態においては、 

吸水量を考慮した場合に、Ｗ/Ｃ③となる。 

コンクリートは強制２軸ミキサを用いて練混ぜを行った。 
また、材齢 28日においてＪＩＳ基準に準拠し、圧縮強度試 
験および引張強度試験を実施した。また、28日間の初期養生   
後、3％食塩水に 28日浸漬し、その後割裂面に 0.1Ｎ硝酸銀    図ー１ 絶乾骨材の浸水時含水率 
水溶液を噴霧して、塩化物イオン浸透深さを測定した。      
３．実験結果と考察                      
３．１強度 

普通骨材コンクリートおよび再生骨材コンクリートの圧縮強度を 
図－２に、引張強度を図－３に示す。これらによれば、骨材の種類 
によらず、表乾状態における強度が最大となり、湿潤状態および絶 
乾状態の場合に低下することが認められる。また、普通骨材コンク      図－2圧縮強度 
リートと比較して再生骨材コンクリートにおいて、この傾向は顕著 
になることが認められる。Ｃ/Ｗと圧縮強度の関係を図－４に示す。こ       
れによれば、再生骨材コンクリートの絶乾①において顕著な傾向が認 
められた。以上の結果から、再生骨材コンクリートでは、普通骨材コ 
ンクリートと比較して、含水状態が強度特性に及ぼす影響が大きいこ 
とが確認された。これは、再生骨材コンクリート骨材では普通骨材コ 
ンクリート骨材と比較して、吸水率が高いことに起因すると考えら      
れる。                                  図－3引張強度 
３．２塩分浸透性                             
普通骨材コンクリートおよび再生骨材コンクリートの塩化物イ 
オン浸透性を図－5に示す。これによれば、骨材種類によらず、 
表乾状態における塩分浸透深さが浅く、湿潤状態および絶乾状態 
の場合に深くなることが認められる。また、普通骨材コンクリー 
トと比較して再生骨材コンクリートにおいて、この傾向は顕著に    図－4 Ｃ/Ｗと圧縮強度の関系 
なることが認められる。以上の結果から、再生骨材コンクリート     
では、普通骨材コンクリートと比較して、含水状態が物質浸透性 
に及ぼす影響が大きいことが確認された。これも、再生骨材コンク 
リート骨材では普通骨材コンクリート骨材と比較して、吸水率が 
高いことに起因すると考えられる。 
４．結論 
再生骨材および普通骨材の含水状態が、コンクリートの強度お 
よび塩分浸透性に及ぼす影響を整理できた。特にその影響は、普    図－5 塩化物イオン浸透深さ 
通骨材コンクリートと比較して、再生骨材コンクリートにおいて顕著であった。 
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